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Target〉 看護援助の基盤となる「感じ，考えること」，「対象者を大切にすること」
をねらいとしています．1．受け持ち患者の全体像を理解する．2．看護援助
の観点から受け持ち患者の基本的ニードを把握し，満たすための日常的援助
を実施する．3．援助を行うに際して患者の潜在的・顕在的な力を見出し，そ
の力を生かすように努める．4．受け持ち患者との間で，相互的な尊重・信頼
を基盤とする援助的人間関係を築くように努力する．

Outline〉 ひとりの患者を受け持ち，その人の理解に努める．さらに，主に日常
生活面での必要な看護援助を自分で考え，実習指導者や教員の指導を受け，あ
るいは協力のもとに実施する．

Goal〉
1.患者を発達的・歴史的観点から理解する．
2.患者を取り巻く患者・ソーシャルサポートを知る．
3.基本的ニードの充足度をアセスメントとする．
4.患者が自分だけでは満たせないニード，援助が必要なニードを見出す．
5.患者が持っている力，健全な側面 (身体的・精神的)に着目し，アセスメン
トを進める．

6.看護援助の中で患者の意向や希望にできるだけ添うように工夫する．
7.患者に感心を持って関わる．
8.コミュニケーション技術を高める．

Schedule〉
1.実習 1日目 / 「オリエンテーション」:実習方法，実習記録，実習態度等
について説明を受け，効果的に実習できるように準備を行う．

2.実習 2∼ 9日目 / 「臨地実習」
3.実習 10日目 / 実習まとめ:学内合同カンファレンス

Evaluation Criteria〉 基礎看護学実習 II実習評価表 (実習要項内に明示)の項目に
従い，実習目標への到達度，実習態度，実習への取り組み方，実習記録等に
よって，総合的に評価する． 実習内容 (60点)，実習記録 (20点)，実習レポー
ト (20点) *期限までに未提出の実習記録およびレポートがある場合は単位認
定を行わない．また，欠席・遅刻は減点の対象とする．

Textbook〉 実習要項を配布する．
Reference〉 適宜紹介する．
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217719
Contact〉
⇒ Kawanishi (保健学科 3階, +81-88-633-9047, ckawa@medsci.tokushima-u.

ac.jp) Mail
⇒ Sekido (+81-88-633-9035, sekido@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (Office

Hour: 毎週水曜日，金曜日18:00∼ 19:00)
⇒ Tanioka (+81-88-633-9021, tanioka@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒ Okuda (+81-88-633-9041, okuda@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (Office

Hour: 月曜日 17:00∼ 18:00)
⇒ Iwasa (03032, +81-88-633-9040, iwasa@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail

(Office Hour: 月曜日 13:00˜17:00)
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